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Abstract

WikiWikiWeb was developed by Ward Cunningham as a collaborative tool for authoring Web pages.

Semantic Wiki is a variant of WikiWikiWeb to generate Semantic Web pages containing RDF/OWL

data. We propose a new Semantic Wiki system called “KawaWiki” and show a prototype. It utilizes

three types of templates to input values of RDF data elements, to generate RDF data, and to format Wiki

pages.

1 はじめに

WikiWikiWeb（以下Wiki）とは 1990年代にWard

Cunningham氏によって考え出されたWebページ共

同制作のためのシステムである [1]．ブラウザを介

して誰でも，どこからでも，Wiki ページと呼ばれる

Webページを作成したり書き換えたりすることで，

Webサイトを共同で制作することができる．現在，

多種多様のWiki クローンが作られ，世界中で利用さ

れている．多くのWiki は簡単なマークアップ構文を

定義しており，ユーザはそれらを利用してWiki ペー

ジを記述する．

Semantic Webとは，W3Cの Tim Berners-Lee氏に

より提唱され，次世代Webシステムの標準として期

待されている枠組みである [2,7,8]．Web上の情報に

意味タグを付け加えることによって，コンピュータ

による自動的な情報の収集や検索を効率的に処理す

ることが可能になる．

従来の Semantic Webシステムは学術機関や企業

などによる Webサービスを目的としたものが主流

であった．しかし今後はコンピュータやネットワー

クの専門家でないような初心者でも簡単に Semantic

Web情報を発信できるような枠組みが必要になる．

本論文では，SemanticWiki のプロトタイプ

“KawaWiki” を紹介する．

2 Semantic Wiki

現在，いくつかの Semantic Wikiシステムが存在

する [3-6]．それらは RDFを生成する特徴によって

次の 3つのタイプに分けることができる．

1. 記述された Wiki ページの情報に基づいて，メ

タ情報を示す RDFが自動生成されるタイプ

2. ユーザがタグや簡単な命令文を記述することで，

RDFが生成されるタイプ

3. ユーザが RDF/XML構文を直接記述するタイプ

1のタイプは，Wiki ページを作成するだけでユー

ザが意識することなく自動的にメタ情報を示す RDF
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が生成される．このタイプの Wiki は多く存在する

が，代表的なものにPukiWiki1, YukiWiki 2などが挙げ

られる．生成される RDFは，タイトル，更新日時，

リンクなどのようなメタ情報に限定されている．

2のタイプは，あらかじめ定義された RDF記述

用のタグや構文を使用して命令文を記述することで，

RDFが生成される．このタイプのWikiは，Peri Peri3，

Rhizome Wiki4などが挙げられる．3のタイプは，ユー

ザが RDF/XML 構文を直接記述するタイプである．

Platypus Wiki5が例として挙げられる．これら 2と 3

のタイプは，ユーザ自身が必要なRDFデータをすべ

て記述しなければならない．加えて，3のタイプは

ユーザ自身が RDF/XML構文を直接記述しなくては

ならないために，初心者のユーザが記述することは

困難である．

3 KawaWiki

KawaWikiは 3種類のテンプレートを用いること

により，簡単な操作でRDFの生成ができるSemantic

Wiki システムである．この章では，KawaWikiの特

徴とその実装について述べる．

3.1 KawaWikiの特徴

KawaWikiは，シンプルなユーザインタフェース

で多様な RDFの生成を可能にするために，テンプ

レートシステムを使用している．テンプレートシス

テムは，ユーザがフォームに入力した値を基に結果

を出力する機能と編集フォームを表示する機能を提

供する．テンプレートには，編集フォーム処理テン

プレート，RDF生成処理テンプレートと，HTML 表

示処理テンプレートの 3種類がある．

編集フォーム処理テンプレートは，ユーザに値を入

力させるための編集フォームを表示するときに利用さ

1http://pukiwiki.org/
2http://www.hyuki.com/yukiwiki/
3http://www.srcf.ucam.org/ cjp39/Peri/
4http://rhizome.liminalzone.org
5http://platypuswiki.sourceforge.net/

れる．KawaWikiのシンプルなユーザインタフェース

は，このテンプレートによって実現される．これは，

Web上のアンケートや個人情報の入力画面などで頻

繁に見られるような，項目名に対応した値をフォー

ムに入力するタイプのインタフェースである．この

タイプのインタフェースを採用したことで，ユーザ

は複雑な構文を覚える必要がない．よって，多くの

人が気軽に SemanticWeb情報を発信することができ

る．また，RDF/XML 構文ミスなどの不具合の発生

を抑えることができる．

RDF生成処理テンプレートを利用することにより，

多様なRDFの生成が可能である．ユーザがフォーム

に入力したデータや，その他任意のデータ（あらか

じめ設定されたデータ，日付データなど）を，テン

プレート作成者があらかじめ作成したひな型に代入

することにより，あらゆる形式のRDFを生成するこ

とができる．また，同種の情報のRDFに統一性をも

たせることができる．

HTML 表示処理テンプレートを利用して，RDF生

成処理テンプレートと同様の処理をすることにより，

自由度の高いWiki ページの表示が可能である．同様

に，情報の表示に統一性を持たせることができる．

通常のWiki は，Wiki の設置やメンテナンスを行

う管理者と一般ユーザが存在し，一般ユーザはすべ

て同等の権限を持っている．一方，KawaWikiでは，

管理者，テンプレート作成者，一般ユーザの 3種類

のユーザタイプが存在する．テンプレート作成者が

あらかじめテンプレートを作成しておくことにより，

一般ユーザは簡単な操作でRDFを生成することがで

きる．

また，従来の Wiki ページとの互換性を保つため

に，テキストベースの Wiki ページの作成も可能で

ある．

3.2 実装

KawaWikiは，結城浩氏によって Perlで記述され

た YukiWikiMini 6 [3] をベースにし，PHPで実装さ

6http://www.hyuki.com/yukiwiki/mini/
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1: 氏名 (姓) familyname /ˆ.{1,10}$/
2: 氏名 (名) firstname /ˆ.{1,10}$/
3: メールアドレス mbox /ˆ[a-zA-Z0-9_-]+\@[a-zA-Z0-9_-]+\.\w+$/
4: 電話番号 (ハイフン不要) phone /ˆ\d{9,11}$/
5: プロジェクト !rdfbag1

図 2: “編集フォーム処理テンプレート” の例

れている．また，RDQLクエリ処理やRDF処理の一

部に，RAP - RDF API for PHP7を使用している．

図 1は，テンプレートシステムの概要を示してい

る．最初に，ユーザからの要求をシステムが受け取

る．要求とは新規作成，編集，更新，表示などの処理

命令と処理対象ページの情報である．ユーザからの

要求に従ってシステムは処理対象ページに使用する

テンプレートの処理を行う．各テンプレートファイ

ルは処理によって “編集フォーム処理テンプレート”，

“RDF生成処理テンプレート”，“HTML 表示処理テ

ンプレート” の 3種類に分かれている．“編集フォー

ム処理テンプレート” により，新規作成処理や編集処

理の際にユーザインタフェースとして表示される編

集フォームが生成される．“RDF生成処理テンプレー

ト” により，編集フォームにユーザが入力した値など

をもとに，RDFファイルが生成される．“HTML 表

示処理テンプレート” は，“RDF生成処理テンプレー

ト” によって生成された RDFをもとにして，個々の

Wiki ページの表示処理を行う．最後に，これらのテ

ンプレートによって処理された結果がユーザに返さ

れる．このような処理によって KawaWikiは実装さ

れている．

図 1:テンプレートシステムの概要

7http://www.wiwiss.fu-berlin.de
/suhl/bizer/rdfapi/index.html

Wiki データファイル

個々の Wiki ページのデータファイルは，1 つ

のディレクトリ中にすべて保存されており，ファ

イル名は Wiki ページ名と使用するテンプレー

トの情報を示している．例えば，TestPage

という Wiki ページ名で，person テンプレー

トを使用している Wiki ページのファイル名

は ，5465737450616765-person.rdf に な

る．5465737450616765 が Wiki ページ名

TestPage を示し，person が person テンプ

レートを使用していることを示している．テキ

ストベースの Wiki ページのデータファイルは，

5465737450616765.txt のように Wiki ページ

名のみである．

編集フォーム処理テンプレート

このテンプレートは，編集フォームを表示するため

のテンプレートである．新規作成処理や編集・更新処

理時にユーザへ入力を求めるフォームを表示する際に

使用される．図2に “編集フォーム処理テンプレート”

の例を示す．テンプレートに含まれる情報は，“フォー

ムの項目名,変数名,制約” である．“フォームの項目

名”は入力フォームの左に表示される文字列である．“

変数名” は入力フォームに入力された値がシステムに

渡されるときに値を識別するために使用される．“制

約” は正規表現で示され，入力された値が期待した値

であるかどうか（文字数や英数字など）を調べるため

に使用される．項目はすべてタブ文字で区切られてい

る．なお，最終行の “プロジェクト !rdfbag1 ”

は後に説明する．

図 2のテンプレートによって生成される編集フォー

ムを図 3に示す．これは，ユーザが図 2のテンプレー
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1: $_REQUEST["familyname"] $_REQUEST["firstname"]
"mailto:$_REQUEST[mbox]" "tel:$_REQUEST[phone]"

2: <rdf:RDF
3: xmlns:rdf="http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#"
4: xmlns:rdfs="http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#"
5: xmlns:foaf="http://xmlns.com/foaf/0.1/">
6:
7: <foaf:Person rdf:nodeID="me">
8: <foaf:family_name>{$0}</foaf:family_name>
9: <foaf:firstName>{$1}</foaf:firstName>

10: <foaf:mbox rdf:resource="{$2}"/>
11: <foaf:phone rdf:resource="{$3}"/>
12: </foaf:Person>
13:
14: </rdf:RDF>

図 4: “RDF生成処理テンプレート” の例

トを選択して，“TestPage”というWiki ページ名で新

規作成処理を行った場合の例である．左の項目名にテ

ンプレートで記述された値が表示されているのがわ

かる．また，右のテキストボックスの変数名には，テ

ンプレートで記述された値が設定されている．ユー

ザが “更新” や “書込” ボタンをクリックすると，入

力された値がテンプレートで記述された “制約” に基

づいて評価される．

図 3:生成される編集フォーム

RDF生成処理テンプレート

このテンプレートは，RDFを生成するためのひな

型となるテンプレートである．図 4に “RDF生成処

理テンプレート” の例を示す．1行目にはタブ文字で

区切られた PHP命令文が記述されている．2行目以

降にはひな型の RDF/XML 構文が記述されている．

構文中には{$0}, {$1}, ... という記述があり，

この部分に 1行目に記述した PHP命令文が処理され

順に代入される．図 5はこのテンプレートによって

生成された RDFファイルの例を示している．

Bag, Seq, Altのコンテナモデルにも対応してい

る．{!rdfbag1} や{!rdfseq1} のようにコンテナ

タイプ（!rdfbag や!rdfseq ）に続いて数字を記

述することで個々が識別される．この識別名は，先

の “編集フォーム処理テンプレート” の “変数名” に

対応しており，編集フォームから入力を行うことが

できる．図 3では，“編集フォーム処理テンプレート”

に “プロジェクト” という項目名のついた rdf:Bag編

集用のフォームが表示されている．

図 6は rdf:Bagに値を追加する例を示している．テ

キストボックスに “プロジェクト 1” と入力し，“更

新” ボタンをクリックする．“プロジェクト 1” が追

加され，さらに追加することができるように新たな

テキストボックスが出現する．この作業を繰り返す

ことで，値を追加していくことができる．

図 7は，値を削除する例である．削除したい値をテ

キストボックスから削除し，“更新” ボタンをクリッ

クすると，値が削除されたことが分かる．
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1: <?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
2: <rdf:RDF
3: xmlns:rdf="http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#"
4: xmlns:rdfs="http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#"
5: xmlns:foaf="http://xmlns.com/foaf/0.1/">
6:
7: <foaf:Person rdf:nodeID="me">
8: <foaf:family_name>Kensaku</foaf:family_name>
9: <foaf:firstName>Kawamoto</foaf:firstName>

10: <foaf:mbox rdf:resource="mailto:btz64334@ksc.kwansei.ac.jp"/>
11: <foaf:phone rdf:resource="tel:090-1234-5678"/>
12: </foaf:Person>
13:
14: </rdf:RDF>

図 5:生成された RDFファイルの例

図 6: rdf:Bagに値を追加する例

図 7: rdf:Bagから値を削除する例

HTML 表示処理テンプレート

このテンプレートは，Wikiページを表示するための

ひな型となるテンプレートである．図 8に “HTML 生

成処理テンプレート” の例を示す．1行目にはRDQL

クエリが，2行目以降にはひな型の HTML 文が記述

されている．テンプレート処理が行われると，1行

目に記述したRDQLクエリが処理され，HTML 文中

の{?name} や{?mbox} などのタグに変数の値が代

入される．代入された結果が最終的にユーザに送ら

れ，ひとつのWiki ページとして表示される．図 8の

テンプレートを使用して生成された，Wiki ページの

例を図 9に示す．

図 9:生成されたWiki ページの例

3.3 課題

このシステムでは一般ユーザは簡単な操作で RDF

の生成を行うことができる．そのためにテンプレー

ト作成者が事前にテンプレートを作成しておく必要

がある．現在の方法では，テンプレート作成者がテ

キストエディタでテンプレートを作成しなくてはな

らず，記述ミスなどの危険がある．このため，テン

プレートの作成もブラウザからできるような仕組み

が必要である．これによりテンプレート作成者の負

担も軽減される．
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1: SELECT ?familyname, ?firstname, ?mbox, ?phone
WHERE (?x, <foaf:family_name>, ?familyname), 　 (?x, <foaf:firstName>, ?firstname),
(?x, <foaf:mbox>, ?mbox), (?x, <foaf:phone>, ?phone)

2: <table>
3: <tr><td> 氏名</td><td>{?familyname} {?firstname}</td></tr>
4: <tr><td> メールアドレス</td><td>{?mbox}</td></tr>
5: <tr><td> 電話</td><td>{?phone}</td></tr>
6: </table>

図 8: “HTML 生成処理テンプレート” の例

ユーザはリソースを指し示すのに，URIを直接入力

する必要がある．入力フォームの値に別のWiki ペー

ジ名が入力された場合に、自動的に該当Wiki ページ

の RDFをリソース参照するように改善することで，

ユーザはより直感的な編集をすることができる．

これらの課題は，近い将来に実装できる見込みで

ある．

4 おわりに

本論文では，WikiWikiWeb の枠組みを用いて，

RDFデータを自動生成する SemanticWikiのプロト

タイプである “KawaWiki” を提案し，それを実装す

る方法を説明した．一般ユーザが簡単な操作で RDF

データの生成を行うことができるように，シンプル

なユーザインタフェースを実現する “編集フォーム

処理テンプレート”，様々な形式の RDFに柔軟に対

応できる “RDF生成処理テンプレート”，自由度の高

いWiki ページの表示ができる “HTML 生成処理テン

プレート” の 3種類のテンプレートを利用する方式

を提案し，実装した．今後は，先に挙げた課題を解

決し，機能追加や改善点について検討を行う予定で

ある．
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